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ラグビー W 杯

のは、とても幸運なことなのだと伝えた」
という彼の言葉は、昨今の日本人の口か
らはなかなかか出てこない類のもの。日
系人という立ち位置のよさが現れたもの
だと申せましょう。
さらに申せば、今回の日本代表 31 人
には、外国出身者が 10 人（うち５人は
日本国籍を取得）入っています。国籍主
義の他の競技と違い、ラグビーでは「３
年以上継続して居住し、他国の代表経験
がない」との条件を満たせば、誰でもそ
の国の代表になれるのですが、最初は、
誰しもがこのチーム構成に、多少の違和
感を持ったと思います。しかし、ここ
でも “日系の外国人 ”という絶妙な立場
のヘッドコーチの存在が、この（元）外
国人と日本人の混成チームが、日本代表
チームとして皆に受け入れられる大きな
力になったと思うのです。
森田浩之というジャーナリストが、「ラ
グビーとノーベル賞の栄誉の間には、狭
い意味での日本人が現在持つ力で勝ち得
たわけではないという共通項がある。ラ
グビーでは選手の国籍を問わないルール
の下、日本という場に集まった多様性
あふれる集団が大健闘を見せた。ノーベ
ル賞も歴代の日本人受賞者には外国で博
士号を取ったり、外国の研究機関にい
た人が多い。彼らを育てたのは日本の環
境だけではない」（『ニューズウィーク』
2015/11/03）と言っています。しかし、
筆者は、これからはむしろ、狭い意味で
の日本（人）の力・環境に拘泥するので
はなく、広い意味での日本（人）の力・
環境を大いに活用して、日本人が持つ潜
在力を十分に引き出すことが、日本（人）
が世界で活躍するためには重要なことだ
と思うのであります。

後世に歴史的なできごととして語り継
がれるであろう今年のラグビーワールド
カップでの日本の活躍は、従来の日本代
表とは異なるチーム作りの成果でありま
した。
ヘッドコーチに就任したエディ・
ジョーンズ氏は、日系豪州人で奥さんが
日本人。「私は、豪州でも日本でも異質
な立場。コーチとして認められるには特
性が必要だった。異なる方法を模索して
勝つ事を、人生の中で培った」と言う彼
は、世界の弱小に甘んじていた日本のラ
グビー界の意識革命をするためには最適
な人物でした。
彼は、「就任当初は、選手や指導者に、
試合の前から『日本は体格もパワーも劣
る。格の違う相手に勝てるわけがない』
という意識が支配的だった。そこで、私
は、日本は速さ、体力、技術、チームと
しての動き、激しい練習に耐える気質な
ど、よい特性を磨くことで勝てると、繰
り返し違う方法で選手に伝えた。最初は
選手に恨まれた特訓も、成果が出るにつ
れて理解が深まり、意識そのものが大き
く変わった」と、チーム作りを進めた方
策を語っています。
しかるに、それよりも印象的なこと
は、彼が日本人の心的特性を的確にとら
えて、選手を鼓舞し導いていったこと。
「武士の生き様で最も大切にされたのは
名誉で、そのためには死も厭わない部分
がある。日本人は、何かの大義を心から
信じた時に、最大の力を発揮できる国民
なのだと感じた。人生で、誰もが望む大
義とは、歴史を変える特別な機会の一部
となることだ。私は選手に、日本のラグ
ビー史に残る最高のチームの一員になれ
ると、こんな特別な機会の一員になれる
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